
相談支援・
就業支援セミナー
利用者の思いやニーズをつなぐ
相談支援・就業支援
～“思いやニーズ”の実現のために必要な支援と連携～

テーマ

趣　旨
　障害のある人の意思決定支援の推進については、令和６年度の障害福祉サービス等報酬改定で明確
に打ち出される等、その重要性があらためて重要視されており、どんなに障害が重くても、どこで誰
とどのように生活したいかという本人の意思や希望が尊重され、望む暮らしを実現することが求めら
れています。そのためには、相談支援事業所や障害者就業・生活支援センター等をはじめとする多く
の事業所や機関及び地域住民等が連携し、継続して支援することが必要です。
　特に、相談支援や就業支援の実践ではソーシャルワークの目的である個人と社会の相互関係へアプ
ローチし支援することは重要であり、“思いやニーズ”をつなぐことは欠かせません。
　すべての関係者が障害のある方のニーズを共有し、思いをつなぐことで、本人のライフステージに
沿った支援の提供が可能となると思います。
　本セミナーは、相談支援と就業支援のレベルアップを目指し、「利用者の思いやニーズをつなぐ相
談支援・就業支援～“思いやニーズ”の実現のために必要な支援と連携～」をメインテーマに、相談
支援事業所や障害者就業・生活支援センター等が障害のある人の望む暮らしを実現し、その人らしい
日々の暮らしを支え続けるために何が必要かについて改めて考えます。
　１日目（全体会）は講演で現状を学び、メインディスカッションでは現場で直面している課題を般
化することで自分事として考える機会とします。２日目（分科会）は、相談支援、就業支援の各分科
会に分かれ、グループディスカッション等により、さらに実践的な協議を行います。特に分科会は、
対面形式ならではの参加型の企画としました。同じ悩みを抱える人たちと地域を跨いで課題を共有す
るなど、対面でしか得られない出会いや学びもあると思います。２日間しっかりと向き合い、明日の
支援に繋ぐきっかけにしたいと考えておりますので、ぜひ多くの方のご参加をお待ちしています。

※�対面参加が難しい方のために、１日目のプログラムのみ、後日、オンデマンドで有料配信いたします。対面
参加者もセミナー後の振り返りとしてご活用いただけます。

主　催

会　場

対　象

定　員

会　期

参加費

公益財団法人 日本知的障害福祉協会 相談支援部会

ＴＯＣ有明コンベンションホール（東京都江東区有明 3-5-7）

障害児・者の相談支援・就業支援に携わる関係職員等

200 名（対面）

※２日目は参加型企画のため、オンデマンド配信は 1 日目のプログラムのみです。

※対面とオンデマンド配信のパック割もございます。詳細は４ページをご確認ください。

令和7年10月23日（木）～ 24日（金）
令和7年11月13日（木）～12月1日（月）<予定>

会員：16,500円（本体15,000円＋税10％ 1,500円）
一般：20,900円（本体19,000円＋税10％ 1,900円）

会員： 8,800円（本体 8,000円＋税10％ 800円）
一般：12,100円（本体11,000円＋税10％ 1,100円）

対　面

対　面

オンデマンド

オンデマンド

レベルアップ！相談支援・就業支援

令和7年度
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Program プログラム

第１日目

Ⅰ

Ⅳ

Ⅱ

Ⅲ

開 会 式

メインディスカッション

13：00～13：10

15：25～17：15

福岡　寿 氏（日本相談支援専門員協会 名誉顧問）

前原　和明 氏（秋田大学大学院　教育学研究科教職実践専攻教授）

報告者

　
報告者

　

報告者　

助言者

司会・進行

安達　佑哉 氏（�社会福祉法人四ッ葉福祉会 指定相談支援事業所 
「四ッ葉園ハローネット」　主任相談支援専門員）

梁島　和由 氏（�社会福祉法人せせらぎ会 県南圏域障害者就業・生活支援センター 
「めーぷる」 主任就業支援ワーカー）

中尾　和恵 氏（社会福祉法人木津川市社会福祉協議会 事務局次長）

福岡　　寿 氏（日本相談支援専門員協会 名誉顧問）

一丸　善樹 氏（社会福祉法人三矢会 太田川学園障害者相談支援事業所リガーレ　所長
／相談支援部会 部会長）

〔講演Ⅰ〕

〔講演Ⅱ〕

13：10～14：10

14：10～15：10

10月 23（木）

「利用者の思いやニーズをつなぐ相談支援とは（仮題）」

「�就労選択支援事業をとおして考える−障害者の思いやニーズを尊重
した支援をするために−（仮題）」

「利用者の“思いやニーズ”をつなぐ相談支援・就業支援～
 “思いやニーズ”の実現のために必要な支援と連携～」

プロフィール

プロフィール

　昭和 56 年東京大学文学部卒。昭和 60 年知的障害者更生施設長峯学園指導員。平成 2 年地域療育拠点施設事業コー
ディネーター。平成 10 年社会福祉法人高水福祉会常務理事 ( 〜 26 年度まで )。北信圏域障害者生活支援センター
所長 ( 〜 19 年度まで )。平成 15 年長野県社会部障害福祉課障害者自立支援課専門員兼務 ( 〜 19 年度まで )。元長
野県自立支援協議会会長。現在、厚労省委託事業障害支援区分管理事業検討会座長。日本相談支援専門員協会名誉顧問。

　秋田大学大学院教育学研究科教職実践専攻教授。秋田大学教育文化学部 附属特別支援学校 校長。平成 14 年島根
大学教育学部卒、平成 16 年島根大学大学院教育学研究科修了。令和 2 年筑波大学大学院人間総合科学研究科修了、
博士（リハビリテーション科学）取得（筑波大学）。独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 地域障害者職業
センター 障害者職業カウンセラー（～平成 26 年）、障害者職業総合センター研究部門  研究員（～平成 31 年）。就
労選択支援従業者の養成のための研修における標準プログラムの開発についての研究 代表研究者。

　相談支援事業所や障害者就業・生活支援センターで働く皆さんは、利用者の思いやニーズの実現について日々、
悩み、困りながらも支援をされていると思います。メインディスカッションでは、私たちが常に直面しているよう
な事例の報告を自分事として捉え、参加者の皆さんと一緒に考えることで今後の支援のヒントとなることを期待し
ています。

※諸事情によりプログラム・登壇者を変更する場合があります。
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第2日目

9：00～9：30

10月 24（金）

「サービス等利用計画の質の向上とソーシャルワーク」

「就業・生活支援のレベルアップを目指して　～障害のある人の働きやすい環境の
実現に向けてネットワークの構築や就労選択支援事業をとおして考える～」

「サービス等利用計画をソーシャルワークにつなぐために（仮題）」

　相談支援技術の向上や、障害のある方一人ひとりに沿ったサービス等利用計画の策定、協議会や地域生活支援拠点等
整備を含めた地域づくりに関わるソーシャルワークの実践は、障がいのある方の“思いやニーズ”を共有しつなぐこと
であり、障害のある方が地域の中で自分らしく暮らし続けるための重要な鍵です。本分科会では、講演とグループディ
スカッションをとおして、全国の相談支援従事者の知見と経験を共有し、本人主体の支援を推進するための技術を磨き
合う場とします。全国の仲間と語り、学び合う時間を共有しませんか。

　障害者の法定雇用率が上昇し、民間企業で働く障害者も増えていることから、障害のある人が就労先・働き方につい
てより良い選択をするための支援（＝ 10 月からの就労選択支援）や、就労環境のミスマッチ等による望まない退職を
防ぐ支援（＝就労定着支援）の充実が求められています。
　特に障害者の就業から生活全般を支援する障害者就業・生活支援センターにはこうした課題に対応する高度な支援ス
キルが求められることから、本分科会では、令和 5・6 年度就労選択支援のモデル事業の報告や各種支援機関等とのネッ
トワークの構築の事例報告、グループディスカッションをとおして障害のある人の働きやすい環境の実現を考えます。

9：00～10：00

9：30～10：30

10：00～12：00

10：40～12：00

講師

パネリスト　

パネリスト

　
助　言　者

司会・進行

鈴木　敏彦 氏（淑徳大学　教授・副学長）

河尻　朋和 氏（社会福祉法人あすこみっと 統括センター長）

森　　敏幸 氏（社会福祉法人舟伏 清流障がい者就業・生活支援センター
ふなぶせ 所長）

�鈴木　大樹 氏（�厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課  
就労選択支援専門官）

野口　純仁 氏（�社会福祉法人鹿児島県社会福祉事業団 かごしま障害者就業・
生活支援センター 管理者／相談支援部会委員）

グループディスカッション

グループディスカッション

行政説明

講　演

ディスカッション

第1分科会

第2分科会

鈴木　大樹 氏（厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 就労選択支援専門官）
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　令和 7 年度相談支援・就業支援セミナーは、名鉄観光サービス株式会社 MICE センターが運営する本セミナー専用
サイトにて参加申込を受け付けます。下記のＵＲＬまたは二次元バーコードより申込み専用サイトに接続し、必要事
項をご入力の上、お申し込みください。

　なお、本年度の本セミナーは、「対面」と「オンデマンド配信（１日目のプログラムのみ）」の２つの参加方法をご
用意しております。参加を希望される方は、それぞれの参加に関する内容・参加費・お申込受付期間などをご確認い
ただき、期間内にお申込くださいますようお願い申し上げます。

・インターネットに接続できれば、配信期間中は 1 日目のプログラムをいつでも視聴できます。　
・資料はホームページよりダウンロードできます。（冊子の配布はいたしません）

会期・会場

参　加　費

受付期間

会場：ＴＯＣ有明コンベンションホール

令和7年10月23日（木）～24日（金）

令和7年11月13日（木）～12月1日（月）<予定>

会員：16,500円（本体15,000円＋税10％ 1,500円）
一般：20,900円（本体19,000円＋税10％ 1,900円）

令和７年9月1日～10月10日

令和７年9月1日～10月31日

会員： 8,800円（本体 8,000円＋税10％ 800円）
一般：12,100円（本体11,000円＋税10％ 1,100円）

会員：19,800円（18,000円＋税10％ 1,800円）
一般：24,200円（22,000円＋税10％ 2,200円）

対　面

対　面

対　面

オンデマンド配信

オンデマンド配信

オンデマンド配信

対面＋オンデマンド配信パック

対面＋オンデマンド配信パック

令和7年度 相談支援・就業支援セミナー参加　お申込のご案内

https://www.mwt-mice.com/events/soudan2025
＊対面参加については申込み締切り日前でも、定員になり次第申込みを締切ります。ご了承ください。
　受付時間外のご連絡の場合は、翌受付日時での受付・計算になります。

当日ご参加までの流れや宿泊については、申込み専用サイト

（https://www.mwt-mice.com/events/soudan2025）よりご確認ください。

対面での参加をご希望の方

オンデマンド配信の視聴をご希望の方

・ＴＯＣ有明コンベンションホールでセミナーに参加できます。
・会議当日に会場にて資料を配布いたします。

・ �対面 のみをお申込の方はオンデマンド配信をご視聴いただくことはできません。 対面 オンデマンド配信 両方をご希望の場合は、
対面＋オンデマンド配信パック をお申込ください。

参加に関するお問い合わせ

名鉄観光サービス株式会社　MICE センター　（担当／波多野・木村）
〒100–0013　東京都千代田区霞が関3–3–2　 新霞が関ビル ロビー階
TEL: 03–3595–1121　FAX: 03–3595–1119　　
受付時間　平日10:00～17:00（※土・日・祝日休業日）

開催事務局（会議内容に関するお問い合わせ）

公益財団法人　日本知的障害者福祉協会事務局（担当／古屋・三浦）
〒105–0013　東京都港区浜松町2–7–19　KDX浜松町ビル6階
TEL: 03–3438–0466　FAX: 03–3431–1803　　
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